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発展させた Computer Graphics (CG)やセンシング技術によって人工的な現実感を作り出す VR 技術は，鏡療法
のもたらす錯覚を再現可能である．さらに，VR 技術を取り入れることにより患者に合わせた柔軟な運動タス
クの設計が可能なことや，計測された定量的データに基づいて患者の状態を把握できる点は，将来性が高い．
そこで VR 技術を取り入れることにより，鏡療法を行える治療システム(以下，Virtual Reality based Mirror Visual 
Feedback: VR-MVF と呼ぶ)を開発した．まず，鏡療法のような視覚情報を提示するために CG により仮想空
間が作られディスプレイに表示された．さらに，指の曲げの動きと上肢の実空間での動作を計測した．そし
て，これら計測された動きが，仮想空間内の仮想の手の動きとして再現された．これを利用し，治療タスク
として患者は仮想空間内で物体を掴んだり移動させたりした．VR-MVF の治療効果を 5 人の患者に対して確
認したところ，4 人に鎮痛効果を確認した． 
VR-MVF の発展を目指して 2 つのアプローチを取った．その際，特に，慢性疼痛患者が物体へのアプロー






























いる．VR-MVF を 5 人の患者に適用し，4 人に対して鎮痛効果を確認している． 












以上のように，本研究では CRPS を治療するための新規な VR-MVF システムを開発し，実験および試験的
運用によりその有効性を検証していることから，学位授与に値すると判断される． 
